
議
員

住
民
に
と
っ
て
よ
り

良
い
住
環
境
の
構
築
を
目
指

す
べ
く
、
今
定
例
会
で
「
平

塚
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

提
案
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
例

の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

本
条
例
は
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

地
区
ま
ち
づ
く
り
の
手
続
き
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
等
の

手
続
き
、
開
発
事
業
の
手
続

き
や
基
準
、
紛
争
の
予
防
な

ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、

市
民
、
事
業
者
、
市
の
三
者

が
協
働
し
て
良
好
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
規
範

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

こ
の
条
例
の
提
案
ま

で
の
経
緯
を
伺
い
た
い
。

副
市
長

平
成
十
六
年
十
二

月
か
ら
公
募
市
民
等
で
構
成

さ
れ
た
組
織
な
ど
三
組
織
で

検
討
を
重
ね
て
き
た
。
平
成

十
九
年
八
月
に
策
定
し
た
素

案
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
地

域
説
明
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
他
、
関
係
団
体
等
か
ら
の

意
見
も
踏
ま
え
提
案
し
た
も

の
で
あ
る
。

議
員

こ
の
条
例
の
内
容
を

今
後
ど
の
よ
う
に
市
民
へ
周

知
し
て
い
く
の
か
。

副
市
長

こ
の
条
例
は
専
門

的
知
識
を
要
す
る
都
市
計
画

の
分
野
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
だ
が
、
住
環
境
の
保
全
等

に
寄
与
す
る
仕
組
み
や
開
発

事
業
の
手
続
き
等
は
、
市
民

や
開
発
事
業
者
と
密
接
に
関

係
す
る
た
め
、
今
後
、
広
報

ひ
ら
つ
か
等
へ
の
掲
載
な
ど

に
よ
り
周
知
に
努
め
、
適
正

な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

本
市
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
高
層
建
築
物
の
建
設

に
伴
う
地
域
住
民
と
事
業
者

と
の
紛
争
や
大
手
企
業
の
撤

退
に
伴
う
地
区
計
画
な
ど
の

課
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

都
市
政
策
部
長

本
市
が
抱

え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
地
域
特
性
を

生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
の
現
状
や
広
域

的
、
長
期
的
な
視
点
な
ど
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
基
本

計
画
に
よ
り
、
将
来
都
市
像

お
よ
び
土
地
利
用
な
ど
に
関

す
る
分
野
別
、
地
域
別
の
方

針
な
ど
を
定
め
、
個
別
具
体

の
計
画
の
中
で
対
応
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議
員

こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
例

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

都
市
政
策
部
長

大
規
模
な

高
層
建
築
物
の
建
設
や
工
場

の
跡
地
利
用
な
ど
具
体
的
な

課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
事
業
計
画
の
早
期
段
階

か
ら
住
民
に
情
報
を
提
供
し
、

調
整
、
協
議
等
を
行
う
仕
組

み
や
大
規
模
土
地
取
引
行
為

の
届
出
制
度
な
ど
を
活
用
す

る
こ
と
で
課
題
解
決
の
た
め

の
方
策
と
し
て
有
効
に
機
能

す
る
も
の
と
考
え
る
。今
後
、

市
民
が
活
用
し
や
す
い
条
例

と
な
る
よ
う
規
則
や
要
領
等

を
定
め
て
い
く
。

議
員

本
市
の
財
政
状
況
が

依
然
厳
し
い
中
、
中
心
市
街

地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
、
事
業
者
、
地
権
者
、
行

政
が
協
働
し
て
再
整
備
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
中
心
市
街
地
の
今
後

の
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

見
解
を
聞
き
た
い
。

副
市
長

こ
れ
ま
で
は
子
育

て
支
援
施
設
の
設
置
や
紅
谷

町
ま
ち
か
ど
広
場
の
整
備
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
整
備
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
官
民
応
分
の
負
担

に
よ
る
役
割
分
担
で
成
り
立

つ
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
。

議
員

平
塚
駅
西
口
東
地（
駅

ビ
ル
ラ
ス
カ
駐
車
場
の
西
側
）

へ
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
駐
輪

場
の
整
備
は
、
全
面
的
に
見

直
し
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

都
市
整
備
課
長

こ
の
駐
輪

場
は
元
来
、
�
平
塚
市
開
発

公
社
に
よ
る
整
備
を
視
野
に

入
れ
進
め
て
き
た
が
、
二
三

〇
〇
台
の
自
転
車
お
よ
び
九

〇
〇
台
の
バ
イ
ク
等
の
駐
輪

施
設
を
市
が
整
備
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員

こ
の
駐
輪
施
設
の
今

後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

実
施
設
計

委
託
お
よ
び
地
質
調
査
委
託

の
発
注
手
続
き
を
行
い
、
地

質
調
査
は
十
九
年
度
中
に
、

設
計
委
託
は
平
成
二
十
年
八

月
に
完
了
さ
せ
、
平
成
二
十

年
十
月
か
ら
建
設
工
事
に
着

手
し
て
平
成
二
十
一
年
三
月

に
は
こ
の
駐
輪
施
設
を
完
成

さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

平
塚
駅
西
口
中
地（
現

西
口
バ
イ
ク
・
自
転
車
駐
車

場
）
に
民
間
複
合
ビ
ル
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
の
必
要
性
に
つ
い

て
見
解
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

平
塚
駅
西

口
地
区
の
整
備
方
針
と
し
て
、

駐
輪
場
整
備
、
駅
西
口
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
と
も
に
、

商
業
施
設
の
整
備
を
大
き
な

柱
と
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た

財
源
で
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
民
間
企
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
資
金
力
を
活
用
し

た
複
合
ビ
ル
の
建
設
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

平
塚
市
公
共
下
水
道

使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
使
用
料
を
引
き
上
げ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
改

正
に
よ
り
引
き
上
げ
後
の
使

用
料
収
入
が
公
共
下
水
道
事

業
の
汚
水
処
理
に
係
る
経
費

に
ど
の
程
度
充
当
で
き
る
こ

と
と
な
る
の
か
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

今
回
の
改
正

に
よ
り
、
維
持
管
理
費
の
す

べ
て
と
資
本
費
（
建
設
起
債

の
元
利
償
還
金
）
の
五
八
％

が
賄
え
る
よ
う
に
な
り
、
汚

水
処
理
に
係
る
全
経
費
の
約

七
〇
％
に
充
て
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

議
員

下
水
道
使
用
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の

よ
う
な
考
え
で
進
め
て
い
く

の
か
。

下
水
道
部
長
「
雨
水
公
費
、

汚
水
私
費
負
担
」
の
原
則
に

基
づ
き
、
下
水
道
事
業
の
実

施
状
況
や
経
営
状
況
等
を
勘

案
し
、
汚
水
の
維
持
管
理
費

の
す
べ
て
を
賄
い
、
資
本
費

の
回
収
率
を
一
〇
〇
％
と
す

る
こ
と
を
目
標
に
使
用
料
の

定
期
的
な
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

そ
の
原
則
に
基
づ
き
、

資
本
費
の
す
べ
て
を
使
用
料

で
回
収
す
る
と
し
た
場
合
、

標
準
的
な
家
庭
の
公
共
下
水

道
使
用
料
は
ど
の
く
ら
い
と

想
定
し
て
い
る
の
か
。

下
水
道
総
務
課
長

標
準
的

な
家
庭
の
排
水
量
を
二
〇
立

方
㍍
で
算
出
し
た
場
合
、
現

行
で
は
一
か
月
当
た
り
税
抜

き
で
一
六
二
八
円
だ
が
、
資

本
費
を
す
べ
て
使
用
料
で
回

収
す
る
と
し
て
算
出
し
た
場

合
は
二
六
五
〇
円
前
後
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

議
員

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
補
助
金
と
維
持
管
理
費

補
助
金
の
十
九
年
度
か
ら
の

見
直
し
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

下
水
道
部
長

設
置
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
対

象
額
に
対
す
る
市
の
上
乗
せ

分
を
削
減
し
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
維
持
管
理
費
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
補
助
率
を
三
分

の
二
か
ら
二
分
の
一
へ
変
更

し
た
。

議
員

補
助
金
を
見
直
し
た

理
由
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

こ
の
見
直
し

は
本
市
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
補
助

金
等
の
見
直
し
」
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
事
業
で
十

九
年
度
は
五
八
七
万
円
程
度

の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員

本
市
と
大
磯
町
に
ま

た
が
る
高
麗
山
の
山
頂
は
湘

南
平
と
い
う
市
内
有
数
の
景

勝
地
で
あ
る
が
、
近
年
、
山

頂
付
近
に
整
備
さ
れ
て
い
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

に
使
用
禁
止
の
黄
色
い
テ
ー

プ
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
現
状

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

こ
の
施
設

は
、
平
塚
市
制
五
〇
周
年
を

記
念
し
昭
和
五
十
七
年
三
月

末
に
高
麗
山
公
園
の
南
側
斜

面
に
本
格
的
な
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
間
、
利
用
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
遊

具
の
修
理
等
を
行
い
存
続
に

努
め
て
き
た
が
、
近
年
、
主

要
な
部
分
の
老
朽
化
が
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
利
用
上
危
険

な
遊
具
に
つ
い
て
は
撤
去
ま

た
は
使
用
禁
止
と
し
た
。
現

時
点
で
使
用
可
能
な
施
設
は

全
二
〇
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
六

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

こ
れ
ま
で
多
く
の
子

供
た
ち
が
利
用
し
て
き
た
こ

の
施
設
に
つ
い
て
は
今
後
も

存
続
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

今
後
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
施
設
を
含
め
た
高

麗
山
公
園
全
体
の
再
整
備
計

画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

現
在
、
施
設
の
材
料
に
は
丸

太
を
使
用
し
て
い
る
が
、
老

木
化
す
る
と
修
理
が
困
難
と

な
る
こ
と
か
ら
材
質
を
吟
味

し
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
な

ど
で
施
設
の
存
続
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、
駅
前
通
り
線

で
道
路
の
補
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
住

民
へ
の
事
前
説
明
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

道
路
部
長

駅
前
通
り
線
の

補
修
工
事
は
十
二
年
度
か
ら

段
階
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
地
元
自
治
会
の
役
員

へ
工
事
内
容
を
説
明
し
、
住

民
へ
回
覧
板
等
で
周
知
し
た

後
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
十
八
年
度
に
工
事
内

容
に
つ
い
て
住
民
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
十
九
年
度
は
地
元
自
治

会
の
会
合
に
出
席
し
、
工
事

内
容
の
詳
細
な
説
明
を
行
っ

て
き
た
。

議
員

こ
の
工
事
に
関
す
る

住
民
か
ら
の
意
見
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か

伺
い
た
い
。

道
路
部
長

国
の
防
護
柵
の

設
置
基
準
の
改
正
に
よ
り
、

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
基
本
色
に

ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
が
提
示
さ

れ
た
た
め
同
色
を
採
用
し
工

事
を
行
っ
た
が
、
夜
間
等
に

周
囲
の
景
色
と
同
化
し
て
パ

イ
プ
の
位
置
が
分
か
り
づ
ら

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
職
員
が
夜
間
の
現
地

調
査
等
を
行
い
、
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
に
視
線
誘
導
標
や
反
射

テ
ー
プ
等
を
設
置
し
た
。

議
員

公
共
工
事
に
お
い
て

は
、
事
業
の
効
果
や
市
民
の

満
足
度
な
ど
を
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

地
域
住
民
と
と

も
に
事
業
の
検
証
を
行
う
こ

と
は
市
民
と
の
協
働
と
い
う

観
点
か
ら
も
重
要
な
こ
と
と

考
え
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な

補
修
工
事
に
つ
い
て
は
計
画

の
段
階
か
ら
住
民
参
加
や
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、
完
成

後
に
そ
の
事
業
の
検
証
を
行

い
今
後
の
計
画
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

本
市
が
抱
え
る
諸
問
題

解
決
に
向
け
ど
う
対
応

合
併
浄
化
槽
の
補
助
金

削
減
し
た
理
由
は

複
合
ビ
ル
の
建
設
計
画

平
塚
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定

住
環
境
の
保
全
等
に
寄
与
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駅前通り線（八幡地区）
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